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背景（地すべりの発達史）

地すべり

横山（1999），渡（1992），稲垣ほか（2007）
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背景（地すべりの初生について）

• 「地すべりの初生」
すべり面に初めて囲まれた変形体

背景（目的）

・すべり面に囲まれた変形体の変位率（≒歪）
の岩質による違いについて明らかにすること

桜井（1986）
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方法

桜井（1986）

傾斜

≒変位率

岩質による変位率-傾斜図の違いを識別できるか？

方法（変位率の測定）

稲垣ほか（2007）
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方法

ＳＴＥＰ１ 写真判読（縮尺1/4万〜1/2万）

ＳＴＥＰ2 斜面変位地形の分類

ＳＴＥＰ3 変形体の変位率と傾斜の測定（縮尺1/2.5万）

ＳＴＥＰ4 変形体の変位率-傾斜グラフの作成

ＳＴＥＰ5 変位率の⽐較
（三波川結晶片岩 vs 新第三系堆積岩）

分類・測定できないものは対象外とした

地形区分
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リストリックな底面に沿うすべりと凸状台地地形

Gibbs （1983）

アナログ実験

バランス断面（幾何学）

崖と緩斜面のセット（凸状台地地形）崖と緩斜面のセット（凸状台地地形）崖と緩斜面のセット（凸状台地地形）崖と緩斜面のセット（凸状台地地形）

Cloos （1968） Shaw et al. （1997）

すべりにより形成される地形
底面の形状 底面のすべり 底面の固定

リストリック

平面

底面の一部すべり

凸状台地地形 凸状尾根型地形 ⼆重⼭稜

⼆重⼭稜・線状凹地 ⼆重⼭稜・線状凹地 逆向き低崖群（回転）
凸状尾根型地形（劣化）

すべりの認定
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判読結果（三波川結晶片岩）

判読結果（新第三系堆積岩）
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変位率の⽐較
初生すべり時の限界歪量は，岩質強度の違いに左右されている

三波川結晶片岩新第三系堆積岩

岩質により変位率が異なることが⽰唆すること

弱線なし

弱線あり

弱線がない変形体では，初生す
べり時の限界歪は岩質の差を反
映すると考えられる

弱線がある変形体では，初生す
べり時の変位率が岩質に左右さ
れるためには，変形体の一部に
弱線をもたない領域が必要であ
る

岩質による変位率が異なる事は
地すべりの初生前段階の多くの
斜面が非すべり領域を持つこと
を⽰唆している．
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